
古都祝奈良
クリエイション・プログラム

観覧のお申し込みは、公式webサイトより受付けています

12月16日
申し込み締め切り

（水）

JR奈良駅東口から徒歩15分、近鉄奈良駅から徒歩12分

上演時間：1時間（予定）

脚本原案・出演　「ならのまち」で暮らす人々



2020年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、感染予防対策を講じて開催します。※今後の新型コロナウイルス感染症やその他の状況によっては、イベントを中止、または内容を変更する場合があります。ウェブサイト、SNSでご確認ください。
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■主催：奈良市アートプロジェクト実行委員会、奈良市 ■協力（ならのまちと創る演劇）：青年団、田上パル、一般財団法人奈良市総合財団
■ロゴ・グラフィックデザイン：butter 久保元気 ■ウェブデザイン：植本沙也可 ■広報：一般社団法人はなまる

お問い合わせ・お申し込み
■奈良市アートプロジェクト実行委員会事務局（奈良市役所 文化振興課内）
〒630-8580 奈良市二条大路南一丁目1-1
■TEL：0742-34-4942 / 080-7995-5440（プログラム当日のみ） ■FAX：0742-34-4728
■E-mail：art@city.nara.lg.jp  ■Web：https://kotohogunara.jp/
www.facebook.com/naracityart/　　  naracity_art　　　　naracity_art

プログラムディレクター 西尾美也 プログラムディレクター 田上豊
「動く石」

EAT&ART  TARO
「ならのまちと創る演劇」

作・演出 : 田上豊
12月26日(土)公演12月11日（金）ー 20日（日）

ラーニング・プログラム

「グリーン・マウンテン・カレッジ」全3回 校長 小山田徹
①11月15日（日） ②11月29日（日） ③12月13日（日）

各回とも 18:00ー20:00

ともに学ぶ
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クリエイション・プログラム

奈良市
ならまちセンター

奈良市アートプロジェクト「古都祝奈良（ことほぐなら）」は、1300年前の歴史や文化が今に息づく奈良を舞台に、
美術や演劇などの現代の表現を通じてここ"奈良市"に集う人びとが共に体験し、共につくり上げるプロジェクトです。

近鉄
奈良駅

今年度のテーマは

「食」

劇作家・演出家。田上パル主宰。富士見市民文化会館キラリふじみ芸術監督。1983年熊本県生まれ。桜美林大学文学部総合文化学科卒業。
在学中に劇団「田上パル」を結成。中高生や大学生との創作、市民劇団や公共ホール事業への書き下ろしなど、様々な形で活動を展開。
創作型から体験型、育成講座まで幅広くワークショップも行う。「古都祝奈良」プログラムディレクター、劇団青年団演出部所属。
http://tanouepal.com/

これまで当プロジェクトにおいて「青少年と創る演劇」として、奈良
の中高生たちと演劇を創作してきた劇作家・演出家の田上豊。

今年は「ならのまち」と一緒に演劇を創作。上演される３つの短編作
品の共通テーマは「食」。私たちの生活の源であり、様々なドラマが
生まれる題材です。さらに出演者も「ならのまち」で暮らす中高生か
ら社会人、約10人。私たちの日常のワンシーンを、劇作家・演出家の
田上豊が「ならのまち」と共に新たな舞台へとつくりあげます。

脚本原案・出演　「ならのまち」で暮らす人々

観覧のお申し込みは、公式webサイトより受付けています。

毎年１２月に奈良に滞在し、中高生の出演者たちとクリエイションを重ねてきた奈良市の

アートプロジェクト（演劇プログラム）ですが、今年度は「食」をテーマに、市民のみな

さんからエピソードを募り、それを元にした市民劇を作ります。そのため、出演者も対象年

齢を広げて公募を行う運びとなりました。今期の新しいクリエイションに関しましては、

コロナ対策に万全を期して、文化や芸術の力を再発見できるような、そんな機会にしたい

と思っています。

または、メール・はがき・FAX に「ならのまちと創る演劇観覧申込」とし、観覧希望者数・代表者の郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年代・電話番号を明記し、12 月16日（水）
までに事務局宛先へ。残席状況により当日券を会場にて発行。詳しくは、公式 web・SNS をご確認ください。  

JR奈良駅東口から徒歩15分、近鉄奈良駅から徒歩12分

上演時間：1時間（予定）

https://kotohogunara.jp/

撮影：金子愛帆


